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バブル崩壊

バブル崩壊

NEXT10にむけて
更に飛躍していきます！

Business Report

証券コード 3844

第33期株主通信

東証2部上場

東証1部上場

JASDAQ上場

2017年3月期

高収益の維持と株主への還元

東証一部上場企業平均　8.1%

（2017年3月期）

ROE20％超
（2017年3月期）

ROE 29.7％ 配当性向 35.2％

配当性向35％以上

売上高7期連続増収、営業利益6期連続増益 過去最高を更新！

バブル崩壊

ＩＴバブル崩壊

世界同時不況

コムチュアの
イメージキャラクター

コムくん

「NEXT10」
7つの経営戦略で

更なる成長を目指します！！

クラウドと
ビッグデータ・ＡＩで

ＩＴをリードする2016年4月1日  2017年3月31日

■ 売上高 前期比
22.4％ＵＰ

（単位：百万円）

13,897

9,864
11,349

2017/32016/32015/3

1,055
1,293

■ 営業利益 前期比
17.7％ＵＰ

（単位：百万円）

1,522

2017/32016/32015/3
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PICK   UP！

案件総量拡大施策とは
業績目標を達成するためには、営業プロセスの管理が大切となります。当社は、受注に対し常に案件
総量を３倍確保することを、受注目標達成のための先行指標として、大事な経営指標（KPI）として
おります。
そのために、新規顧客や既存顧客に対する訪問活動やアカウントＳＥの活用など、営業活動の体系化
を行っております。

人材獲得・教育について
事業を順調に拡大し、ビッグデータ・ＡＩ・IoT・フィンテックなどの最先端技術領域を成長エンジン
とするコムチュアグループでは、積極的かつ戦略的な採用活動（新卒・中途）に加え、優秀な技術者
への教育・育成に力を入れております。新卒者には入社内定の段階から基本情報技術者試験対策を施
し、入社後に即時合格を目指すなど、新人の早期育成に力を注ぐとともに、若い世代を中心にビッグ
データなどの先進技術習得といった実践的なスキルアップを推し進めております。

毎年２桁成長の秘訣
当社は、創業以来、絶え間なくイノベーション
に対応してまいりました。バブル崩壊やＩＴバ
ブル崩壊、リーマンショック時などにも、その
都度新しいことにチャレンジし技術革新を起こ
すことで対応してまいりました。
常にユーザー（社会）の要求にイノベーション
で応えることが、当社が増収増益を実現してい
る秘訣です。また、新たな分野への挑戦を続け
ることで更なる成長を図ってまいります。

絶え間ないイノベーションに
対応してきたから

メインフレーム時代

メインフレーム全盛期 グループウェアソリューション事業
情報共有、ワークスタイルの変化

Webソリューション事業
技術革新（インターネット）

ネットワーク運用（マネージド）
ネットワークコンピューティング

IBM社との連携
ミドルウェア利用ニーズ

クラウドコンピューティング
セールスフォース社ならびにグローバルな

クラウドベンダーとの連携

　クラウド＋ビッグデータ・
ＡＩ・IoT・フィンテック

SFDC、Azure、ServiceNow、SAS、
MicroStrategyなどの新サービス提供「ささやきをカタチに」

お客様の“ささやき”を大切にしながら
新しい技術を取り入れ、

“カタチ”にしてご提案しています。

クライアントサーバ時代 Webコンピューティング時代 クラウド・コンピュー
ティング時代

得意分野を確立した10年 上場の10年 NEXT10
2015（年）1985 20051995

ビッグデータ・ＡＩ・
IoT・フィンテック時代&

創業期の10年

高付加価値化経営
常に提案力・技術力・営業力の向上に努め、新しい領域に
チャレンジすることで、付加価値を毎年５％アップするこ
とを持続しております。
５％アップした付加価値は、労務費に３％（従業員満足向
上）、将来への投資に１％（会社成長）、利益として１％残
すこととしております。
これにより、常に個人および会社がともに成長するという
好循環を生み出しております。

高付加価値化戦略による高収益化

高付加価値化
毎年5%

労務費UP
3%

投資
1％

利益
1％

● 提案力の向上　● サービスの向上
● 生産性の向上　● 新しい（得意）領域への拡大

代表取締役会長 CEO

向 浩一
代表取締役社長 COO

大野 健

上場10周年を迎え、コムチュアは更なる成長を目指します
当社は2007年3月にジャスダック証券取引所（現 東証JASDAQ市場）に
株式を上場し、今般、皆さまのおかげをもちまして、
10周年を迎えることができました。
クラウド事業を核として、ビッグデータ・ＡＩ・IoT・フィンテックなどの
最先端技術領域に積極的に取組み、更なる成長を目指します。

2007年の上場以降、途中の世界同時不況を乗り越え
て、東証二部、そして東証一部に上場を果たし、コム
チュアグループは大きく飛躍してまいりました。

2017年3月期では、売上高が138億円（前期比22.4%
増）で7期連続増収、営業利益が15億円（前期比
17.7%増）で6期連続増益となり、過去最高益を達成
いたしました。

現在進むデジタル革命(パラダイムシフト)は、ＩＴ業
界に大きな変革を巻き起こしています。その中にあっ
てコムチュアグループは、従来の事業規模の安定した
拡大を図るとともに、クラウドを核としてビッグデー
タ・ＡＩ・IoT・フィンテックを新たな成長領域と定
め、新たなＩＴ産業の潮流に乗って積極的に事業領域
の拡大に取組んでおります。

成長の源泉は常に新しいことにチャレンジする ｢絶
え間ないイノベーション｣です。イノベーションとは、

「新しい技術領域へのチャレンジ」と「業務改善」で
あり、チーム・社員一人一人が常に新しいことにチ
ャレンジし続けることによって個人も成長し、会社
も成長していくという「成長の原理」を全社で展開
しております。

2017年3月期は、2016年4月に、ビッグデータを活用
したクラウドを手がけるジェイモードエンタープライ
ズ（株）を、10月にはクラウド型のインフラ構築に力
をいれている（株）コメットを連結子会社とし、12月
にはIBM社のソーシャル事業に特化しているアクロス

（株）より事業一部譲受を行いました。このようにコム
チュアグループは、来るＩＴ社会に備え、お客様の期
待に応えるべく、着々と準備を進めてまいります。

1985年の設立以来、創業期の10年、得意分野を確立
した10年、上場の10年と、これまでの歩みを振り返
ると、10年ごとに常に時代の新たな潮流をいち早く捉
え成長してまいりました。この成長は、お客様の ｢さ
さやき｣（ご要望）を ｢カタチに｣（提案）し、付加価
値の高いサービスを提供し続けることによって果たす
ことができました。この取組みを強化徹底し、以下の
７つの戦略に取組むことで、この10年はグループ一丸
となって更なる成長を目指します。

上場から2017年3月期までの業績について

1.成長戦略
クラウド、ビッグデータ・人工知能（ＡＩ）・
IoT・フィンテックなど新分野への取組み
を軸とし、毎年2桁成長を実現

2.顧客戦略
「ささやきをカタチにする」活動を通し、
お客様の深堀と提案力を強化し、案件総
量拡大と高付加価値案件を獲得

3.人材戦略
継続的に優秀な人材を採用し、競争力の
あるスキル醸成・育成を図り、顧客要求
に応えるリソース基盤を強化

4.イノベーション
　 戦略

新たな価値の創出を目指した研究開発の
支援制度を進化させ、クラウド、ビッグ
データ分野での新サービスを開発

5.品質戦略
プロジェクト管理の精緻化、品質・工程
と原価の可視化を進め、サービス品質の
向上を促進

6.財務戦略
経営指標（KPI）を明確にし、ROE20％
以上の安定的な経営基盤を基調とする資
本効率重視の価値創造企業

7.提携戦略
相乗効果を前提に、事業基盤強化を狙っ
た業務提携の積極的な取組みで成長ス
ピードを加速

■上場後、10年間の推移 （単位：百万円）

連結 2007年3月期
(上場時点)

2017年3月期
(直近期)

10年間の
増加

売上高 5,361 13,897 2.6倍

営業利益 443 1,522 3.4倍

当期純利益 235 1,061 4.5倍

デジタル革命への対応

イノベーションへの挑戦

NEXT10にむけて

Ｍ＆Ａの展開について

TOP MESSAGEトップメッセージ
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Corporate Profile

CASE

02 株式会社ソラシドエア様向け
レベニューマネジメントシステム構築

■コムチュアの提供するビッグデータ・ＡＩサービス

新たな価値を発見し
お客様のビジネスに活用

データ管理

分析予測

レポーティング
ビッグデータ
活用事例

● 金融機関の疑わしい取引検知
● 新薬の臨床試験
● 電力使用量の推移…

ビッグデータ コムチュアデータサイエンティスト 提　案

金融機関
通信事業
医療機関
電力事業

最適化

コムチュアは、新しい技術によってビッグデータを活用・分析することにより、お客様の情報
を可視化し、最適なビジネスモデルをご提案します。　

ビッグデータ・ＡＩサービスが
はじまっています。

CASE

01 大手銀行様向け　犯罪口座検知ソリューション

特 集
Feature

予約情報
発券情報

etc...

予約管理
システム

蓄積・加工 分 析 活用データ提供

データを蓄積・加工 過去実績データを分析

ETLツール 予測モデル
計画値と実績値比較

計画値 実績値

計画値

運航データで予測

アラート

最適な
座席販売割当計画

を支援

可視化
自動配信

フィードバック

ギャップが
 閾値超過

ギャップが
 閾値内

!
データウェア
ハウス

求められる金融機関の体制強化

「レベニューマネジメント」とは

ＡＩの活用で最適な座席販売割当を支援

ビッグデータ技術で犯罪取引対策

マネーロンダリング（資金洗浄）などの疑いがあるとし
て金融機関などが国に届け出た「疑わしい取引」は、昨
年初めて４０万件を超え、３年連続の増加となりました。
金融機関様は、大手メガバンクだけでなく、地銀や新規
参入のネット銀行に至るまで、犯罪に口座が利用される
ことを防ぐことが金融庁より厳しく求められており、近
年検知体制の強化が進んでいます。

出所：警察庁 犯罪収益移転防止対策室『犯罪収益移転防止に関する年次報告書平成28年』

「レベニューマネジメント」とは、需要を予測して収益の最大化を図るための仕組みです。たとえば、列車
や飛行機の座席、ホテルの部屋、ゴルフ場などを取り扱うサービスにおいては、ある時点で空きが出てしま
うと、その座席や部屋の価値が無価値になってしまいます。そのため、レベニューマネジメントの導入を検
討する企業様が増加しています。

株式会社ソラシドエア
今年就航15周年を迎える、宮崎県宮崎市に本社を置く航空会社。

“地域社会への貢献”を理念に、九州5都市－東京（羽田）線、九州2都市－
沖縄（那覇）線、沖縄（那覇）－神戸・石垣・名古屋（中部）線を運航し
ています。https://www.solaseedair.jp/

ソラシドエア様においては、座席販売割当計画、航空券価格の設定が経験に基づいたものとなっており、
最適な意思決定ができないことが課題となっておりました。
そこでコムチュアは、ビッグデータ・ＡＩ技術を活用し、過去の搭乗記録等のデータを蓄積・加工・分析す
ることで、座席販売割当計画を自動的に導き出すレベニューマネジメントシステムを構築しました。従来の
経験に基づいた座席販売割当計画に代わり、ＡＩによる意思決定を活用することで、最適な業務運営が可能
となりました。

コムチュアは、金融機関における犯罪取引の早期検知・報告を可能とする、ビッグデータを基にしたマネーロ
ンダリング対策のシステム開発および運用保守を行っています。
最新のビッグデータ技術を駆使することで、金融機関様と連携して犯罪を防ぐ一翼を担ってまいります。

マネー
ロンダリング

＜トランザクション モニタリング システム＞

アラートの
分析・判定

当局

取引停止

テロ資金提供

疑わしい
顧客・取引を検知

Check

顧客情報 ウォッチリスト 取引明細 検知ルール

0
100,000
200,000
300,000
400,000
500,000

(件)

H19

■疑わしい取引の届出受理および提供件数

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

届出受理件数 提供件数 再評価件数

ユーザー様の声

これまでの配席計画は過去の実績や環境の変化等を担当者の経験を基に分析し作成していま
した。この度のシステム導入により複雑かつ莫大な情報をベースとした配席計画が自動で算
出されるようになり、計画値の更なる精緻化に観られる業務品質の向上のほか、担当者の業
務の平準化、大幅な効率化にも繋げることができました。

3

010_9600201302906.indd   3-4 2017/06/05   9:41:06



FINANCIAL HIGHLIGHTS決算ハイライト

COMTURE CORPORAT ION COMTURE CORPORAT ION 6

高い配当性向
=35％以上

高いROE=29.7％
※東証一部平均8.1%

高い営業利益率 11.0%

明確な経営指標
1人あたり売上高を
毎年5％高付加価値化

（株主資本利益率）

東証上場企業
約3,500社

ROEの王道は
高成長、高利益率です。TOP50

2017年3月期の 優待込みでの総配当性向は44.4％となります。（100株保有の場合）

株主還元

売上高

純資産/自己資本比率

営業利益/営業利益率

ROE

2018/3（計画）

売上高（百万円）

15,300

2013/3 2014/3 2016/32015/3 2017/3

7,168

13,897

11,349

8,477
9,864

2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3

3,232

2,697

3,261

3,883

2,756

純資産（百万円） 自己資本比率（％）

2018/3（計画）

4,636

66.2 67.3
55.6 58.4 53.3 57.7

2018/3（計画）

1,700営業利益（百万円） 営業利益率（％）

2013/3 2014/3 2016/32015/3 2017/3

802

1,055

1,293

1,522

1,024

11.2 12.1

10.7 11.4 11.111.0

2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3（計画）

ROE（％） 東証一部上場企業平均（％）

21.7

27.7

7.7

20.6

5.5
8.1

18.6

7.3

（※）8.1
（予想）

9.3
（予想）

29.7
27.7

※出所  みずほ証券

前期比22.4％UP

主要連結財務データ
科　目 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3

（計画）
経営成績（百万円）
売上高 7,168 8,477 9,864 11,349 13,897 15,300
営業利益　 802 1,024 1,055 1,293 1,522 1,700
経常利益 811 1,043 1,059 1,295 1,542 1,700
親会社株主に帰属する当期純利益 475 615 641 823 1,061 1,180
財政状況（百万円）
総資産 4,147 4,800 4,844 5,582 7,285 8,038
純資産 2,756 3,232 2,697 3,261 3,883 4,636
キャッシュ・フロー（百万円）
営業活動によるキャッシュ・フロ ー 756 656 727 780 933 −
投資活動によるキャッシュ・フロー 67 △1 34 △103 △627 −
財務活動によるキャッシュ・フロー △123 △143 △1,243 △252 △90 −
現金及び現金同等物の期末残高 1,843 2,354 1,873 2,297 2,513 −
1株当たりデータ（円）
当期純利益 90.63 116.26 121.07 169.84 218.72 243.04
純資産 523.19 605.73 556.29 671.52 799.54 954.58
配当金 26 42 48 66 77 88
主要経営指標（％）
総資産利益率（ROA) 12.6 13.8 13.3 15.8 16.5 15.4
株主資本利益率（ROE） 18.6 20.6 21.7 27.7 29.7 27.7
自己資本比率 66.2 67.3 55.6 58.4 53.3 57.7
配当性向 28.1 36.1 39.6 38.9 35.2 36.2

■ 四半期配当制度
安定経営により四半期業績も安定しているため、
22円の配当を年４回（2018年3月期計画）
実施いたします。

中間配当金（単位：円）
1Q配当金（単位：円）

3Q配当金（単位：円）
期末配当金（単位：円）
配当性向（単位：%）

2円
30周年
記念配当

5円
増配

2円
東証一部上場
記念配当12.4

6.7

2007/3

13.2

7.3

2008/3

15.9

8.7

2009/3

22.6

10.0

2011/3

25.5

12.3

2012/3

36.1

2014/3

16.0

26.0

39.6

2015/3

24.0

24.0

38.9

2016/3

28.0

38.0

2013/3

11.0
26.0

42.0
48.0

66.0
77.0

88.0

15.0

28.1

9.3

2010/3

16.4

2018/3
(計画)

22.0

22.0

22.0

22.0

36.2

2017/3

23.0

18.0

18.0

18.0

35.2■13期連続増配計画
配当性向35％以上

1,000円分のQUOカードを
年2回贈呈いたします。

保有株式数 100株（1単元）以上
優待品の内容 QUOカード（クオカード）1,000円分
発行基準日 3月31日 9月30日
贈呈の時期 6月下旬 12月上旬

■ 株主優待制度

東京証券取引所企業価値向上表彰
2年連続でTOP50に選抜※2015年度はTOP49社

算 出 者 東京証券取引所および日本経済新聞社

構成銘柄数 200銘柄

対 象 銘 柄 東証1部・2部・マザーズ・JASDAQ

算出開始日 2017年3月13日(月）より

選 定 銘 柄
（一部抜粋）

東急建設、WOWOW、明電舎、
セイコーホールディングス、 
AOKIホールディングス　など

（※証券コード順）

日本経済新聞社・東京証券取引所
JPX日経中小型株指数構成銘柄に選定

毎年２桁成長による売上の拡大

健全な財務体質

毎年営業利益率11％以上を維持

ROEは20%を超える高収益体質

年4回の配当を実施

配当支払いスケジュール
配当金受領株主確定日 当支払い開始日(予定)

第1四半期配当金 2017年  6月30日 2017年  8月31日

第2四半期配当金 2017年  9月30日 2017年11月30日

第3四半期配当金 2017年12月31日 2018年  2月28日

第4四半期配当金 2018年  3月31日 株主総会における承認日の翌営業日

5

010_9600201302906.indd   5-6 2017/06/05   9:41:06



〒141-0032
東京都品川区大崎1-11-2 ゲートシティ大崎イーストタワー8Ｆ・9Ｆ
Tel : 03-5745-9700   Fax : 03-5745-9715

第34期もＩＲ活動を積極的に実施中！

個人投資家向けのみならず、
機関投資家向けにも積極的にＩＲ活動に取組んでおります。

ＩＲコミュニティ

個人投資家向け説明会の模様

ラジオ出演の模様

代 表 取 締 役 会 長CEO 向 　      浩  一　
代 表 取 締 役 社 長COO 大   野    健 　　
常 務 取 締 役 澤   田    千  尋　  
常 務 取 締 役 野   間    治
取 締 役 二   村    修
取 締 役 丹   羽    聡
社 外 取 締 役 佐々木    仁
社 外 取 締 役 都   築    正  行
常 勤 監 査 役 田   村    誠  二　 
常 勤 監 査 役 中   元    秀  明　 
監 査 役 和   中    新  一　

会社データ

商 号 コムチュア株式会社
英文会社名:COMTURE CORPORATION

本 社 所 在 地 東京都品川区大崎一丁目11番2号
W EBサ イ ト http://www.comture.com/
設 立 年 月 日 1985年1月
資 本 金 10億1,884万円
従 業 員 数 1,181名
営 業 所 大阪営業所、名古屋営業所

第34期　今後のＩＲカレンダー

6月24日 個人投資家向けＩＲ説明会（札幌　ラジオNIKKEI）
7月下旬 第1四半期決算発表
9月23日 個人投資家向けＩＲ説明会（福岡　ラジオNIKKEI）
10月下旬 第2四半期決算発表
11月中旬 ラジオNIKKEI　ザ・マネー　出演
12月2日 個人投資家向けＩＲ説明会（東京　大和ＩＲ）
12月9日 個人投資家向けＩＲ説明会（名古屋　大和ＩＲ）

1月下旬 第３四半期決算発表

2017年

2018年

＊予定が変更となる場合は当社ホームページでお知らせいたします。

YouTube で
決算説明動画を

公開中！

YouTube　コムチュア 検索

会社概要（2017年4月1日現在）

取締役および監査役 （2017年6月16日現在）

株価チャート

発 行 可 能 株 式 総 数 17,400,000株 
発 行 済 株 式 総 数 5,355,300株
株 主 数 3,989名

株式データ（2017年3月31日現在）

株主名 所有株式数（株） 所有比率（％）
有限会社コム 1,090,000 20.35
コムチュア社員持株会 282,600 5.27
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 172,000 3.21

BNPパリバ証券 170,000 3.17
株式会社三菱東京UFJ銀行 150,000 2.80
向　浩一 128,000 2.39
立花証券株式会社 111,100 2.07
大野　健 93,000 1.73
資産管理サービス信託銀行
株式会社（年金信託口） 92,800 1.73

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 87,800 1.63

（注）1.当社は自己株式500,180株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。
　　2.所有比率は自己株式を含んで計算しております。

大株主の状況

株式の状況

決算期 3月31日
定時株主総会 6月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所
（連絡先・照会先）

〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
TEL（0120）232-711（通話無料）

公告方法
電子公告により、当社WEBサイトに公告いたします。但
し、やむを得ない事由により電子公告をすることができ
ない場合は日本経済新聞に公告します。

ご注意
1.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱

UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。

2. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株主メモ
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